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 世帯数 １５５世帯 

 人 口  ３４８人   

   男  １６１人    

    女   １８７人    

高齢化率   ５０.２％ 

  （５月末現在） 

美濃はつらつ通信 
 

 
    

     

ぶらり 

美濃さんぽ 

                 

 

 

 

 

 
  

 

 

  モリアオガエルの 
ベビーラッシュ！ 

 清水の三浦満さんの田んぼのそ 

ば２か所で、合わせて５０数個の 

モリアオガエルの卵塊が確認されました。 

モリアオガエルは、繁殖期以外は森林に生息し、４月 

から７月にかけ生息地付近の水田や湖沼、湿地に集まり

樹上で産卵。約１週間で孵化したオタマジャクシは、泡

の塊の中で雨を待って水面に落下します。１か月ほどで

カエルの姿になり、森林生活に入ります。各地で生息数

が減少していることから島根県では準絶滅危惧種に指

定されています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

     中西小学校（原節夫校長・８５人）近く

の畑で６月１３日、地域の人たちと児童た

ちがサツマイモの苗植えを行いました。 

この取り組みは、地域と学校、家庭がパートナ 

―として連携し子育てを行う教育協働化事業「つ

ろうて子育て」の一環。 

 ８時３０分から始まった作業には、美濃地区か

ら４人の地区民が参加。前日に降った雨で、足元

がぬかるむ中、１年生から６年生までの児童たち

は、地域の人たち 

に教えてもらいな 

がら、畝立てや苗 

植え、マルチの作 

業などを分担しな 

がら、一生懸命行 

っていました。 

  

  

   

 

 

 

旧美濃小の池で人知れず咲いていた水連の花 

  じゃんけんゲームで脳を活性化 
     「ふれあい給食会」開催 

 独居のお年寄りや高齢者世帯を中心に、親睦を 

深めながら楽しいひと時をすごしてもらいたいと、 

地区社会福祉協議会（豊田良久会長）主催の「第一 

回ふれあい給食会」が６月７日、美濃公民館集会室 

で開催されました。 

  参加した高齢者１7 人は、、益田市レクリェーシ 

ョン協会の波田篤男さんの指導で、簡単な手の運動 

で頭と体をほぐした後、カードやぬいぐるみなど使 

ったじゃんけんゲームで盛り上がりました。 

 その後、美濃地区食推協（中尾澄美枝理事長）に 

 

 

  

  

よる運動機能の低下や低 

 栄養を防ぐ高齢者向きの 

食事を楽しみました。 

 

 

大いに盛り上がったじゃん

けんゲーム 

メニューは焼き豆腐のあんかけ、ひじきの煮物、ナスとピ

ーマンの味噌炒めなど５品に、デザートは抹茶ミルク寒天 

 

んかけ 
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７月の診療予定日 

火曜日  木曜日 

  ３日  

 神崎内科 

  ５日 

村野医院 

      

 

 １２日 

澄川クリニック 

 １７日 

 神崎内科 

 １９日  

中島クリニック 

  ２６日 

 林医院 

 ３１日 

 神崎内科 

 

      ７月の行事予定 

１日（日） 環境整備奉仕作業 

 ７：００～  

 〃    中西小学校資源回収 

２日（月） 益田市社明大会 

       会場 グラントワ 

９：３０～ 

４日（水） ＪＡ中西支店穂肥講習会 

       会場 美濃地区振興

センター ９：００～  

８日（日） 美濃地区更生保護女性会 

      総会 １３：３０～ 

１３日（金） ＪＡ中西支店秋まき野菜

講習会 １０：００～ 

       会場 美濃地区振興セ

ンター 

       タ＝  

  

 

 

 

 

 

 

 

はつらつ美濃の里 

「手ごすけ部会」から 

お知らせとお願い 

～農機具の利用について～ 

★利用時間のお知らせ 

 農機具の貸し出しが予想以上

に好評のため、より多くの方々

に利用していただけるよう、１

回についての使用制限時間を

“半日まで”と決定しました。 

 何卒ご理解の上、ご協力お願

い致します。 

 なおご不明な点は事務局（２

９・００３１）までお問い合せ

下さい。 

 

 

 

 

                  

 村人の崇敬を集めた「大元神社」 
         ―有田上・中間― 

戦国時代の初めごろ、文亀２年（１５０２）有田村の

人々が五穀豊穣を願って、「大元神社」を笹見谷の大原

山に創建しました。祭神は国常立尊と天照大神、須佐之

男命で、３柱が棟札下書に併記されています。有田恵美

須神社より１２２年前の創建となります。 

それから３０８年経った文化７年（１８１０）、境内

の樹木が田んぼに陰を落とすという理由で、社を移転す

る話が決定。２年後に、中間集落の履脱（くつぬぎ）屋

敷の彌四郎という人が自分の屋敷上の土地を旧社地と

交換することで話がまとまり、本殿と神楽殿が建てられ

ました。 

また文政１２年（１８２９）には、有田下の山口岩右

衛門という人が願主となって、立派な石鳥居が建立され

ました。 

その後、有田の人たちによって大切に守られてきまし

たが、明治４０年の神社整理で、有田恵美須神社に合祀

されました。 

 旧社地は合祀された後も、昭和３０年代までは境内で

子どもたちが集まって遊んだり、５０年代まで地元の人

たちが草刈りをするなど、神社の名残りを色濃く留めて

いました。 

 旧社地を訪ねると、緩やかな石段の参道には石の大き

な鳥居と“大元大明神”と刻まれた扁額が残り、当時の

村人たちの崇高の念を漂わせています。 

※参考文献・美濃村史、大原山造営棟札下書写し） 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

福山雅治の“未来の種” 

巡り巡って美濃に！ 
福山雅治作詞作曲の名作「ひま
わり」からファンの間で広がっ
た“未来の種”のヒマワリが芽 

を出し、スクスク
と育っています。
ご覧になりたい
方は旧美濃小花
壇へどうぞ。       

診療時間 １３：３０～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

ぶらり 
美濃さんぽ 

大元神社跡に残る石鳥居（今から１８９年前に建立）
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河内上     田中 孝子 様 

（４月２８日 享年 ７２歳） 

謹んでご冥福をお祈り 

             申し上げます 

 お悔やみ 

 


